
調
賀
日
程
き
ま
る

長
浜
ヒ
関
高
速
フ
ェ
リ
ー
の
就
航
と
、
長
浜
町
商
工
会
館
落
成
式
を
間
近
に
控
え
、
長
浜
町
、
町
商
工
会
、
長
州

浜
上
関
高
速
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
で
は
、
八
月
一
日
か
ら
三
日
間
、
当
町
海
の
祭
典
の
日
に
合
わ
せ
、
と
れ
の
式
州

典

と

祝

賀

行

事

を

行

な

う

と

と

に

な

り

、

そ

の

日

程

が

き

ま

り

ま

し

た

。

酬

え
て
、
午
後
七
時
か
ら
八
時
半
ま
で
の
一
町
体
育
館
大
ホ

lhy
で
関
か
れ
る
こ
と

約
一
時
間
三
十
分
、
祝
賀
演
奏
会
が
、
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

管 154号
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'. 
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電I;t言

時z

広報

者協

入.

ま
ず
前
夜
祭

パ
レ
ー
ド
花
火
大
会
な
ど
多
彩

祝

賀

行

事

は

、

習

の

前

夜

祭

か

ら

自

衛

鑑

2
隻

も

参

加

始

ま

り

ま

す

が

、

と

の

日

は

、

自

衛

隊

一

祝
賀
行
事
に
は
、
愛
媛
、
山
口
一
岡
県
一
知
事
ら
来
賓
約
三
五

O
人
の
出
席
が
予

西

部

方

面

航

空

音

楽

隊

量

約

白

人

を

迎

一

体

育

館

で
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定
さ
れ
、
ま
た
、
呉
自
衛
隊
の
護
衛
鐙

二
隻
(
約
三
五

O
ト
シ
か
ら
四

0
0ト

ン
)
と
と
も
に
、
西
部
芳
面
航
空
音
楽

隊
(
三

O
人
)
な
ど
も
参
加
す
る
な
ど

町
史
以
来
の
盛
大
な
も
の
と
な
り
そ
う

で
す
。日
程
の
大
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

発行所

印刷所

月

-
田園田園町

--E・圃圃
・園阻・・・

日

-
• 

• 

八

月

一

日

金

旺

日

二

日

目

)

催
し

午
前
九
特
一
二

O
分
か
ら
、
落
成
の
商

工
会
館
三
階
で
「
神
事
」
が
行
な
わ
れ

っ
.
つ
い
て
同
館
屋
上
か
ら
約
五
俵
の
祝

い
の
「
餅
ま
き
と
宝
ま
き
」
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
一
方
、
海
上
で
は
、
と
の
餅
ま
き
と

同
時
ご
ろ
、
青
島
丸
を
は
し
け
船
と
し

て
一
般
希
望
者
に
来
港
す
る
自
衛
隊
の

「
護
衛
鑑
の
体
験
乗
鑑
」
を
許
可
し
ま

す。
ま
た
、
午
前
一

O
時
五

O
分
に
は
、

フ
ェ
リ
ー
本
接
岸
々
壁
で
、
愛
媛
、
山

口
両
県
知
事
、
長
浜
、
上
関
両
町
長
、

長
浜
上
関
高
速
フ
ェ
リ
ー
K
K
社
長
ら

の
手
で
、
「
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
乗
初
め

」
の
テ

l
プ
が
切
ら
れ
、
車
輔
甲
板
上

で
「
商
工
会
館
落
成
と
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー

ト
完
工
式
典
」
が
行
な
わ
れ
る
予
定
で

す。
一
方
、
町
内
で
は
、
こ
の
式
典
終
了

後
に
行
な
わ
れ
る
海
上
視
賀
パ
レ
ー
ド

の
時
刻
に
合
わ
せ
て
、
肱
川
大
橋
↓
木

町
↓
海
岸
通
り
l
v
商
工
会
館
に
向
っ
て

西
部
方
面
航
空
音
楽
隊
の
「
町
内
パ
レ

ド
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

式
典
終
了
と
パ
レ
ー
ド
到
着
後
、
フ

ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
、
漁
船
約
三

O
隻
、
自

衛
艇
二
隻
で
「
海
上
祝
賀
パ
レ
ー
ド
」

を
行
な
い
ま
す
。
パ
レ
ー
ド
は
、
フ
ェ

リ
ー
船
上
で
同
音
楽
隊
が
マ

l
チ
を
演

奏
、
嵐
せ
ん
一
二

O
O個
を
放
上
す
る
と

と
も
に
商
L
会
館
か
ら
も
こ

O
O個、

「
計
五

O
O個
の
風
せ
ん
が
放
上
」
さ

れ
ま
す
。

海
上
祝
賀
パ
レ
ー
ド
終
了
は
、
一
二

時
三

O
分
の
予
定
で
、
農
協
共
同
選
果

場
前
の
仮
接
岸
々
墜
に
着
船
し
ま
す
。

つ
づ
い
て
会
場
を
長
浜
町
体
育
館
に

移
し
午
後
二
時
ま
で
「
祝
宴
」
が
開
か

れ
ま
す
。

写
真
(
上
〉
(
下
)

就
航
間
近
い
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
な
が
は
ま

完
成
間
近
い
商
工
会
館

暴
露
議
選
選
議
選
選
襲
撃
暴
露
議
選
警
警
護
暴
露
ミ
ミ
ミ
ミ
議
選
選
議
議
選
選
選
議
選
議
、
弘
樹

の
開
発
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

海
は
世
界
中
に
通
じ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
こ
れ
を
利
用
で
ぎ
れ
ば
大
へ
ん
な

強
み
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
の
た
び
の
フ
ェ
リ
ー
就
航
、
商
工

会
館
の
建
設
は
、
と
の
海
へ
の
発
展
へ

の
芳
一
歩
と
し
て
、
実
に
重
要
な
意
義

を
持
っ
て
い
ま
す
。

長
浜
町
の
赤
二
の
夜
明
け
が
始
っ
た

た
こ
と
を
記
念
し
、
の
と
八
月
一
日
に

は
町
を
あ
げ
て
の
祝
賀
行
事
を
行
な
う

こ
と
に
致
し
た
し
だ
い
で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
と
共
に
と
れ
を
祝

ぃ
、
さ
ら
に
新
し
い
審
起
を
誓
い
た
い
-

と

思

い

ま

す

。

一

乗フ
れエ
元リ
い.1
方[..... 
~ 

つ
い
で
フ
ェ
リ
ー
会
社
で
は
、
午
後

二
時
か
ら
一
般
の
方
の
た
め
に
、
「
フ

ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
の
無
料
招
待
試
乗
」
を

行
な
い
、
海
上
を
走
り
ま
す
。

一
方
、
長
浜
町
体
育
館
で
は
、
午
後

三
時
三

O
分
か
ら
、
「
西
部
方
面
航
空

隊
の
演
奏
会
」
が
、
ま
で
、
午
後
七
時

か
ら
は
、
豊
年
お
ど
り
を
中
心
に
「
長

浜
町
商
工
青
年
部
の
お
ど
り
」
が
行
な

わ
れ
、
一
日
自
の
祝
賀
行
事
を
閉
じ
る

と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

八

月

二

日

土

旺

日

(

二

日

目

)

一
一
日
目
も
フ
ェ
リ
ー
会
社
で
は
、
午

前
?
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
問
、
仮

接
岸
々
墜
か
ら
、
「
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト

の
無
料
招
待
試
乗
」
を
行
な
い
、
海
上

を
走
り
ま
す
。
(
人
数
の
都
合
に
よ
っ

て
は
数
回
の
試
乗
出
港
を
し
ま
す
。
〉

夜
に
は
、
恒
例
の
「
土
旺
夜
市
」
が

本
町
通
り
を
中
心
に
開
か
れ
、
い
ろ
い

ろ
な
屋
台
パ

l
グ
ン
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
午
後
八
時
か
ら
は
、
当
町
に

と
っ
て
は
何
年
か
ぶ
り
の
「
花
火
大
会

」
が
行
な
わ
れ
、
約
三

O
O発
の
花
火

が
長
浜
港
の
波
止
場
か
ら
打
あ
げ
さ
れ

ま
す
。

八

月

三

日

日

旺

日

(

三

日

目

)

三
日
目
も
フ
ェ
リ
ー
会
社
が
前
日
と

同
時
間
、
「
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
の
無
料

招
待
試
乗
」
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、
恒
例
の
「
海
の

祭
典
」
の
日
で
、
沖
浦
海
水
浴
場
で
は

約
一
万
五
千
人
の
人
出
が
予
想
さ
れ
て

お
り
、
午
前
-
一
時
か
ら
午
後
二
時
支

程日祝賀行事

祝
賀
に
よ
せ
て

こ
の
た
び
、
木
町
お
よ
び
山
口
県
上

関
町
を
結
ぶ
中
・
四
フ
ェ
リ
ー
の
就
航

を
見
る
こ
と
に
な
り
、
あ
わ
せ
て
交
通

運
輸
機
能
を
充
実
さ
せ
、
町
の
商
工
業

の
発
展
を
は
か
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た

町
長

西

祝賀行事のおもな会場
「フ三了=-;K-ご下丁古車芳首航空隊| 商工長軍事関
し盤盟盟萱草重一一[演奏会 | おどり
|14.00-17.0o I 15.30-17.00 I 19.00~22.00 

阪接岸々壁一海上|体育館|体育館

田

司

一
商
工
会
館
も
竣
工
い
た
し
ま
し
て
、
新

一
し
い
開
発
の
段
階
に
一
歩
足
を
踏
入
れ

一
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と

一
だ
と
思
い
ま
す
。

長
浜
が
海
と
川
の
町
と
し
て
繁
栄
を

誇
っ
た
大
正
、
昭
和
初
期
に
も
増
し
て

高
度
経
済
成
長
の
現
代
に
繁
栄
を
つ
か

も
う
と
す
る
な
白
ば
、
現
代
に
ふ
さ
わ

し
く
.
ま
た
、
将
来
に
お
い
て
も
半
永

久
的
に
惜
唱
え
抜
く
だ
け
の
力
の
あ
る
海

「(F高室長

パレードコースー_，.〕
一
長
浜
大
橋
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い
含
有
一
E

一
旦
で
、
た
ん
白
質
は
豚
肉
に
匹

敵
し
ま
す
。

暑
い
と
き
の
食
べ
も
の
は
、
油
っ
こ
一
こ
と
し
の
土
用
の
丑

(
λ

ノ
し
)
の
日

い
も
の
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
暑
さ
一
は
二
十
五
日
で
す
。
こ
の
日
に
ワ
+
ギ

に
ま
け
な
い
た
め
に
は
何
と
い
っ
て
も
一
を
食
べ
る
と
い
う
風
習
は
汀
戸
時
代
の

油

料

理

が

一

番

で

す

。

一

俳

人

、

掲

山

人

(

太

田

南

畝

)

が

初

め

一
一
一
一
夏
パ
テ
の
回
復
に
は
一

fip

一

一

主

主

一

一

ク

ナ

ギ

に

か

ぎ

る

な

一

九

ベ

3
J
M

休

み

一

一

舟

一

一

一

ど

と

、

ヲ

ナ

ギ

屋

の

ち

一

切

監

護

区

議

さ

て

七

月

は

、

学

校

へ

行

っ

て

い

る

ニ
オ
d

一
一
一
ょ
う
ち
ん
を
も
っ
気
は
一
一
て
藤
議
謡
選
叩
詔
一
一
子
供
さ
ん
の
あ
る
ご
家
庭
で
は
そ
ろ
そ

よ

認

一

一

あ

り

ま

せ

ん

が

、

「

夏

一

例

滋

鶏

q
d議
ろ

夏

休

み

の

楽

し

い

プ

ラ

ジ

を

お

立

て

二、
J

一一

-

d

机
ご
い
仁
司

j
z
E

一

一

力

一

一

や

せ

に

よ

し

と

い

う

も

一

〆

tー
に

な

っ

て

い

る

こ

と

で

し

ょ

う

0
2

ご

む

二

号

、

う

な

ぎ

漁

り

土

て

と

か

、

平

賀

習

の

発

案

と

か

い

b

な
た
ち
も
休
暇
を
と
っ
て
、
と
と
し
も

一
一
部
一
一
せ
」
と
万
葉
の
む
か
し
一
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
で
は
全
国
的
に
芝
山
へ
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
に
し

一
一
、
一
ん
か
ら
、
ワ
ア
ギ
の
栄
養
一
ひ
ろ
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

5
0
そ
と
で
、
ま

一

z
.す
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
が
海
や
山
で
の

は
高
く
評
価
さ
れ
て
ぎ
ま
し
た
。
か
ば
一
食
欲
の
い
中
り
ぼ
ん
お
と
ろ
え
が
ち
T

や
き
百
グ
ラ
ム
中
の
ビ
タ
ミ
ン

A
は
三
一
こ
の
季
節
に
は
、
お
香
川
物
で
お
茶
づ
け
事
故
で
す
。

一

せ

っ

か

く

楽

し

く

過

ご

す

は

ず

の

夏

千
(
国
際
単
位
)
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
高
一
を
さ
ら
さ
ら
と
い
う
の
が
好
ま
れ
る
よ

!

包

聖

巳

一

「

f
ム令い「
b

湖札喝

L

時問M

ー

民

事

唱

さ

し

リ

ド

一

い

見

込

で

す

。

こ

の

た

め

長

浜

町

で

は

や

競

.

「

/
F↓司
一

現

在

、

長

浜

海

岸

通

り

の

農

協

撰

果

場

J

J

一
前
に
、
総
工
費
二

O
万
円
で
満
干
潮

接

岸

工

事

間

に

合

わ

ず

一

に

よ

っ

て

直

接

接

岸

で

き

る

仮

接

岸

岸

一
壁
の
工
事
を
進
め
て
お
り
、
本
接
岸
施

成
と
な
っ
て
い
る
理
由
か
ら
、
一
日
就
一
設
が
で
き
る
ま
で
、
こ
れ
を
利
用
す
る

航
は
望
め
ず
、
い
ま
の
と
こ
ろ
就
航
で
一
考
え
で
す
。

き
る
見
通
し
は
、
早
く
て
八
月
二

O
日

遅
く
て
九
月
一
日
ご
ろ
か
ら
に
な
る
見

込
で
す
。

終
報
ぬ
お
総
応
終
蕊
終
ぷ
蕊
対
総
総
応
終
隊
総
総
総
総
斡
総
問
、
、

夏
ま
け
を
防
ぐ

(二)第154号ま

フエリー

1及

首?雲、

上
関

事宝

フ
ェ
リ
ー
会
社
で
は
、
就
航
日
を
こ

れ
ま
で
八
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岸
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が
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八
月
末
の
完

n 事鶴麗寵〈毎月 1回発行)

写
真
は
完
成
し
た
仮
接
岸
施
設

昭和44年7月20日

当
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仮
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、
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け
で
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、
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。
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て
も
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け
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に
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ま
し
ょ
う
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く
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返
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れ
て
い
ま
す
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事
故
を
防
ぐ

た
め
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
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よ
う
に
し
た
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も
の
で
す
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峰大越

7
月
は
予
定
納
税
分
一
期
分
の
納
税

の
月
で
す
。
本
年
、
予
定
納
税
を
し
て

い
た
だ
く
方
に
は
6
月
百
日
付
で
通
知

を
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
。
お
忘
れ
な
い

よ
う
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
振
替
納
税
制
度
を
ご
利
用
さ

れ
て
い
る
方
の
納
税
手
続
は
税
務
署
で

い
た
し
ま
す
。
直
接
納
税
さ
れ
ま
す
と

重
復
納
付
と
な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
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吃主ご

国をささえる若い力

自衛宮募集

I I帥 2等臨海空士
i資格ー 18才-25才の男子
日 〔陸上は女子も含む)
待遇 衣・食・住支給(実質
17，000円のほか)
.. 17，700円各国手

l 当賞与年3回・退
職金もあります。

福利生一万
全を期し、スポーツ
娯楽、売庖、その他
厚生施設完備。

特典。進級ー各種の専門技
術の免許取得の険会
が豊富、通学、通信

役員紹介 i 
精神薄弱者相談員 (7.1現在) I 
日井内キヨカ('13区) I 
新谷淵ミヤコ (23区)47才 i
母子福祉共助員 | 

井内キヨカ (13区)57才 i

初任給

ご
ざ
い
ま
し
た

いでに使をの安る 怒る草毎越かやよ
iてはつい使主全議事 一一一←一一一一一二一一 一ーミと刈年のとらん 5子

昨日ziiiiブ関パン事故に注意 i日見??itf
、講うわ出行、を 一一一一一一一一=一一一一一一一一ーミいすに作いれ路こが
とみしとか席な去よ 選たが地さちてのと気

!日i24122 巡回指導いたします ifJ山山
どんたにすミ月け 議ろと民、はすり才く

、〈リ約一て 雲、しで峰、。をの通

の安、保、映:ー日いガな習い E 呉はス町町し故ジる報開J:_，. ~ ~も i重大柴 しお学
指望当安正写 Oのまス 5会方しなガ組 L と、をガプ道な va下さ年そ学越、 てじで
導し組なしな O 国すになをのいどス合 P長長重メロにど@今警にろ路で峰 地いき
をだ合どいど人民。よど行講使の器でガ浜浜視事パょの新の選ひそのは大 区ちる

け都に器'v -.くっ つ 行禁銀長返信こ 7 

れ度毎、容保よぎな 長ぎ指な雲行浜し氏の双梶
ば点月コ器 t うのお 浜へ導う譲へ旧Iの た海田
な検ーツは京 lこ攻、長本お、方選寄社代主び町さ
らし回ク必のし正ガ浜町申受針還付会り症亡上ん
な、、なず E雇主J さス L 、込諮で還さ福と信く灘

しょ22そ貫長 k主語3史そ書士 32革主詰E高
結は犀ににう新考スガだ望 選し議、 22れ回
果、外設」。法.i?組スささ 撃た会現 22たー
をガ部置つ を消合商いれ 53 。の金 tZ夫子
記ス分 k い 覚費会。る 議ま三 、さ
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す
こ
の
点
検
な
ど
を
行
な
う
従
業
員
は

国
家
試
験
の
合
格
者
の
資
格
を
も
っ
技

術
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

V
技
術
者
は
、
消
費
者
の
保
安
指
導
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
な
ど
。

ホ
ー
ス
の
安
全
寿
命
は

2
年

ホ
ー
ス
の
耐
久
性
な
ど
か
ら
、
ホ
ー

ス
の
取
り
替
え
は
2
年
に
!
回
、
必
ず

行
な
わ
な
け
れ
ば
危
険
で
す
。

愛嬢県警察官募集

若いあなたの力を郷土のため、泊会悪のため/
愛媛県では、来年の4月に採用する讐察官を、次の要領で募
集しています。大学、短大卒業者は、給与、教育、昇任など
の面で優遇されます。

募集
約 70人

一場 所 I~. 表
西条高等学校 l 

松山工業庁 ， 9月上旬
宇和島東 11

オァ1次試験合格者発表の際通知しま ! 1 0月中

-:9 0 一一~一一
曾察官の給与は、 仕事の特殊性から一般の公務員
にくらべ優遇されております。 j宅用時において高
校卒は2.630円、短大卒は2.430円、大学卒は2.336
円高くなっています。
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と
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と
く
に
水
一
題
を
起
き
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
指

の
利
用
が
増
え
る
と
と
も
あ
っ
て
か
、
一
定
さ
れ
た
業
者
が
行
な
う
こ
と
に
な
っ

水
道
の
故
障
や
新
た
な
取
付
が
多
く
な
一
て
い
ま
す
の
で
、
ど
協
力
く
だ
さ
い
o

i
l
-
:
l
l
i
n
a
l
-
-
-
i
1
i
l
l
-
-
-
i
l
i
-
-一
一
指
定
業
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

-
i
d
-
-

ら

授

郎

関

一

界

』

会

教

町

委

社

三

上

田

鉄

工

所

(

海

岸

通

)

催

一

)

か

教

人

世

題

員

町

浜

育

関

ニ

電

話

(

公

)

一

四

八

(

有

)

六

二

一
時
一
也
耐
平
交
錯
一
二
子
ヌ
壮
一
立
一
報
旬
、
賊
長
一
同
断
一
一
喜
多
鉄
工
所
(
駅
前
)

一

日

時

公

学

学

谷

科

論

宅

日

る

円

教

5

・
会
・
愛
一
一
電
話
(
公
)
二
六
(
有
)
一
二
五

一

e
穴一

8

1

町

大

大

「

評

「

1

け

口

町

L

町
員
館
土
米
岡
鉄
工
所
(
駒
手
町
)

季

一

月

後

浜

媛

阪

熊

題

会

大

題

お

G

浜

E

浜
委
民
会
山
一
電
話
(
公
)
八
・
ニ
一
言
(
有
)
五
六

O

一

塁

8
午

長

愛

大

積

社

演

に

2

長

T

長
育
公
員
一
一

一

…

一

高

崎

義

広

(

庁

)

躍

一

き

る

師

料

先

催

二

一

愛

一

こ

f

講

込

一

一

竹

内

作

市

(

庁

)

一

議

受

申

主

一

一

玉

井

山

石

夫

(

出

海

)

H
F・-P
・B
・-E~U何
回
目
圃

ML引いトしれれれんし'川
huh-い
い
い
日
前
日
わ
れ
一
引
-Hhah-れれ一ト
J

引
わ
一
わ
れ
'
川
Lhuh-れいしトト
M
・M-uhh.

鶴

崎

成

吉

(

長

浜

〉

一
が
合
格
さ
れ
ま
し
た
o

片
山
嘉
太
治
郎
(

M

)

鶴

崎

敏

幸

(

ゲ

)

』

A

J

P

A

l

l

」
九
¥
l
k
h

帯

ぷ

壮

一

合

格

者

氏

名

住

所

川

崎

昨

(

グ

)

徳

本

岩

蔵

(

M

)

一
二

J
i」
/
z
/え
一

浅

田

木

村

宗

一

(

出

海

)

中

川

キ

ヨ

コ

(

ご

h
y
E
F
7

一

井

伊

久

保

勝

精

(

長

浜

)

中

川

ミ

ヨ

子

(

黒

田

)

点

仁

初

日

一

石

田

久

保

一

彦

7
)

西

崎

正

春

(

長

浜

)

一
一
昭
日

1
年

度

i

一

二

石

田

小

石

勅

E
M
)

新

国

一

一

(

か

)

一

一

小

型

払

舶

操

縦

士

試

験

一

一

石

田

鈴

木

光

男

(

出

海

)

帥

附

秋

唯

一

一

一

一

石

田

田

淵

嘉

太

郎

(

長

浜

)

一

浜

川

重

市

(

出

海

)

昭

和

凶

十

叫

年

度

小

型

勝

一

舶

操

縦

士

一

上

回

田

淵

君

代

(

グ

)

村

山

秋

蔵

(

櫛

生

)

の

国

家

試

験

が

、

去

る

六

月

二

日

、

松

一

上

回

田

淵

ス

ヱ

子

(

黒

田

)

山

田

安

子

(

長

浜

)

山

市

で

行

な

わ

れ

、

町

内

で

つ

き

の

方

上

京

田

淵

ハ

ツ

ミ

(

長

浜

)

和

田

義

光

(

グ

)

千漬
1 採用人員
2 受験資格
(1) 学歴 学歴は問いませんが、高校卒業程度の学力を必
要とします。
12) 年齢昭和18年4月2日から昭和26年4月1日(来年3月
高校卒業見込みの人は昭和27年4月1日〉 までに生まれた
男子
¥31 休格身長おおむね 160セジチメートル以上で身体健全
であること。

3 受付期間昭和44年7月 28 日(月)~昭和44年8月 23 日(ゴ)
4 試験日時場所
rす験別(日 時

! 日月31日 (日)
矛 1次試験|午前?時から

要

有線放送電話番号追加訂正義(6月分)


